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待降節第 1 主日アドヴェント合同礼拝 
説教「目を覚ましていなさい」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2018 年 1２月 2 日  

ルカによる福音書 21 章 34～36 節 

アドヴェントクランツの 1 本目のロー

ソクに火が灯され、教会は、新しい年を

迎えることとなりました。ですから、こ

の朝、僕は、「新しい一年が始まったん

だなあ」とそう思い、いつものように急

ぎ教会へとやって来たのですが、ところ

で、皆さんは、どうでしたか。「早く礼

拝に行かなきゃ」、そう思い教会にやっ

てきたのでしょうか。それとも、今日は、

大人の人たちと一緒の礼拝ですから、

「ちょっと嫌だな」、そう思い、教会に

やって来たのでしょうか。あるいは、何

でもご存じなのが神様ですから、行きた

くないと思いながらも、神様に怒られる

のが恐くて、渋々やって来たのでしょう

か。けれども、やはり一番多いのは、い

や、きっと多分、全員が、教会に行って

早く神様とみんなに会いたい、そう思い、

喜び勇んで教会にやって来たのだろうと

思います。じゃあ、僕はどうだったと思

いますか。さっき、みんなには、「急ぎ

教会にやって来た」と言ったのですが、

こうしてみんなの前に立っている僕は、

みんなから見て、どういうふうに見えま

すか。うれしそうに急いで教会にやって

来たように見えますか。それとも、嫌々

やって来たように見えますか。どっちに

見えるのでしょうか。 

○○ちゃん、どう思う。よく分からな

い。そうか。じゃあ、○○ちゃんは、ど

う思う。やっぱりよく分からない。そう

だよね。じゃあ、他のお友だちはどうで

しょうか。多分、心の中で、一杯いろい

ろなことを思っていると思いますが、み

んながいろいろと思うことは、すべて正

しいし、間違ってはいません。僕もみん

なと同じで、ですから、うれしくて喜び

勇んで教会にやって来ることもあれば、

そうじゃないときもあります。教会に行

くのが恐いなあ、と思うこともあれば、

どうしようどうしようと思うこともあり

ます。今日は、みんなとこうして礼拝で

きるのが楽しみで、嫌々ということはな

かったのですが、でもね、これも本当な

んだけど、行きたくないと思っても、そ

れで行かなかったことは一度もありませ

ん。それは、牧師だから、お仕事だから、

ということではありません。行かなきゃ

と思いやってくるのですが、それは、多

分、こういうことなんだと思います。 

朝起きて、学校や幼稚園に行くまで、

みんなはいろいろなことをすると思いま

す。顔を洗ったり、着替えたり、そして、

最後に、お母さんが作ってくれたご飯を

食べてから学校に行くと思いますが、そ

れは、ご飯を食べずに学校に行くと、途

中でお腹がすいてしまうからです。です

から、みんなは、朝、必ず食卓に着いて

から学校や幼稚園に行くと思うのですが、

教会に行くのも、それと同じことなんだ

と思います。行かないと、動けなくなる、

だから、行くのが当たり前であり、当然

である。また、だから、体が自然とそう

動いてしまう。このことはつまり、ご飯
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を食べないとエネルギー切れで動けなく

なるし、大きくなることもできない、そ

ういうふうに人間は神様によって造られ

ているということなんだけど、それと同

じで、日曜日の朝、僕たちが礼拝に行く

のは、僕たちがそういうふうに神様に造

られているからなんだと思います。でも、

そういうふうに造られていながら、さっ

き、僕がみんなに言ったように、嫌だな、

どうしようどうしよう、行きたくないな、

逃げ出したいな、そんなふうに思ってし

まうのは、どうしてなのでしょうか。そ

の理由はいろいろなんだと思いますが、

でも、ほとんどの場合、みんなは、よほ

どのことがない限り、そういう気持ちを

心の中に隠して、教会に来ているのでは

ないでしょうか。それは、僕も同じです。

けれども、それって、どう思う、みんな

は。本当の気持ちを出したくても出せな

い、出してはいけない、そういうことっ

て、一杯あるとは思うんだけど、教会に

行くのって、そういうことなのかな。 

僕もみんなと同じように、大人の人た

ちやお友だちに、そして、みんなにも、

嫌だな、と思う気持ちを隠しながら教会

に来ることはあります。けれども、みん

なとは、もしかしたら一つだけ違うとこ

ろがあるのかもしれません。それは、絶

対に誰にもそういう気持ちを言ってはい

けないとは思っていないということです。

出しては行けない、出せない、そういう

気持ちを心の奥底に隠すのは、それをし

てはいけないと思っているからなんだと

思いますが、以前の僕も、そう思うこと

がありました。だって、そういうことを

誰かに言ったら、怒られそうだし、嫌わ

れてしまうかもしれないからです。そし

て、それだけではありません。そういう

ことを言うのは、絶対にやってはいけな

いことだと、自分でもそう思っていたか

らです。でも、今は違います。嫌だな、

不安だな、教会は、そういう気持ちを隠

すところではなく、外に出していいとこ

ろだと分かったからです。でも、前はそ

れが分かりませんでした。みんなよりも、

もっともっとたくさんいけないことをや

ってきたし、人にも言えないことがたく

さんあり、いつも怒られてばかりだった

からです。だから、自分はダメだな、自

分のことが好きになれないな、そう思い、

そういう澱んだものをたくさん持ってい

るので、そんなこと、絶対に外に出して

は行けないと思っていたのです。けれど

も、今は、出していいんだ、出したい、

そう思うようになったのです。でも、そ

れは、神様に対して、ということです。 

ところで、みんなは、その神様のこと

をどういうふうに思っていますか。優し

い方だと思いますか。それとも、とって

も恐い方だと思いますか。また、意地悪

で、ずるくて、何もしてくれない方だと、

そんなふうに思うことはありませんか。

そして、みんなが、もし、神様のことを

そんなふうに思っているとしたら、それ

はとっても悲しいことだし、残念なこと

なのだと思います。けれども、みんなが、

もしそう思っているとしても、それは、

みんなにとっては、本当のことなんだと

思います。だって、神様って、本当にず

るいし、何もしてくださらないと、僕も

時々そう思うことがあるからです。勉強

のできる子もいれば、僕のように、勉強

が嫌いで、できない子どももいますし、

そのため、僕は、いつもいつも、学校の
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先生からは怒られてばかりでした。それ

は、もちろん、僕がいけない子だったか

らなのかもしれませんが、けれども、も

し、神様が僕に何かしてくださったら、

きっと、もっと頭が良くなっていたのか

もしれません。でも、僕をそういうふう

に造ったのは神様なのです。だから、神

様は意地悪でずるくて何もしてくださら

ない方だとそう思い、そのため、僕は、

神様に何か言ってもダメなんだと、そう

思っていました。けれども、それは、僕

の間違いだったと、そう思うようになっ

たのです。 

一体、何が僕を変えたのでしょうか。

それは、今、みんなと一緒に守っている

この礼拝です。嫌だなと思いながらも、

恐いなと思いながらも、神様を礼拝し続

けたから、だから、出してはいけないと

思うことも、神様に出していいんだ、出

さないと行けないんだ、そう思えるよう

になったのです。でもね。それは、礼拝

で楽しいことばかりが続いたからではあ

りません。嫌だなと思うことはたくさん

あったし、それは今でも同じです。だっ

て、神様の前に出るのって、ダメな自分、

いけない自分、好きになれない自分、そ

う言う自分の姿を毎週毎週見させられる

ことでもあるからです。ですから、楽し

いはずはありません。そして、それは、

今でもそうですし、そういうものなんだ

と思います。だから、こんなことを言っ

ていいか悪いかと言ったら、やっぱり、

言ってはいけないようにも思うのですが、

でも、それを変えることのできないのが、

神様によって造られた僕でもあるのです。

自分の性格がどんなに嫌だなと思っても、

それを変えることができないように、神

様の前に立つのって、誤魔化しがきかな

いわけですから、自分がどんなに嫌だと

思っても、どうすることもできないので

す。けれども、その僕に、その僕たちに

向かって、毎週毎週変わらずに礼拝にお

出でよ、来なきゃダメだよ、そう言い続

けてくださっているのが、神様なのです。 

それは、どうしてなのでしょうか。そ

れはね。いけないことばかりしている僕

のことを、神様は、嫌いになったりする

ことがないからです。そして、そんな僕

が、神様に嫌われていないと思えるのは、

僕たちが、一人だけで神様の前に立って

いるのではないからです。みんなの周り

にいる大人の人たちやお友だちと一緒に

神様の前に立っているのが僕たちでもあ

るのですが、その僕たちは、自分たちだ

けで神様を礼拝しているわけではありま

せん。もうお一人、とっても大切な方と

一緒に礼拝しているのが、こうして神様

を礼拝する僕たちなのです。さて、その

もう一人とは一体誰なのでしょうか。誰

でしょうか。○○ちゃん。そうですね。

今、○○ちゃんが言ってくれたように、

イエス様と一緒に礼拝しているのが僕た

ちなのです。そして、アドヴェントクラ

ンツに灯される一本一本のローソクが、

そのことを僕たちにまた教えてくれてい

るのです。 

でもね。ローソクって、火をつけると

どうなっていくのかな。どんどんどんど

ん小さくなっていくんだよね。火が付い

て燃えて、どんどん小さくなっていって、

最後には、消えてなくなってしまうのが、

火の灯されたローソクです。そこで、イ

エス様のことを消えてなくなってしまう

ローソクと同じだと思うと、イエス様も
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また消えてなくなって、そのために、イ

エス様も見えなくなってしまうのでしょ

う。それどころか、私たちを照らすイエ

ス様が消えてなくなってしまい、真っ暗

になってしまうわけですから、それでは、

自分のことも見えなくなってしまいます。

だから、そんなとき、僕たちは、イエス

様も神様も、どこか遠いところに行って

しまい、消えてなくなってしまったと思

ってしまうわけです。何かあると、どう

しようどうしようと思ってしまうのは、

そういうことなんだと思います。でもね。

真っ暗になって、どうしようどうしよう

と思ってしまうのは、イエス様と神様が、

本当に消えてなくなってしまったからな

のでしょうか。もちろん、そうではあり

ません。目をつぶれば何も見えませんし、

後ろ向きになれば、イエス様と神様がそ

の目に映ることもありません。そのよう

なとき、僕たちの目が何も見ていないよ

うに、神様とイエス様のことが見えなく

なっているのは、僕たちが見ていないか

らです。でもね。そこで、一つ大切なこ

とがあるのです。僕たちが見ていなくて

も、その時も、僕たちと一緒にいて、僕

たちのことを見ていてくださっているの

がイエス様であり、神様なのです。 

ですから、イエス様が、ここで、「あ

なたがたは、起ころうとしているこれら

すべてのことから逃れて、人の子の前に

立つことができるように、いつも目を覚

まして祈りなさい」と仰っていることは、

「私は、みんなと一緒にいるよ」とイエ

ス様が僕たちにそう仰っているのだと、

僕はそう思います。つまり、いつも目を

覚ましていなきゃ、いつも祈っていなき

ゃ、いつもいつも常に常にと、僕たちは、

そう思う必要はないということです。な

ぜなら、恐いことやどうしようどうしよ

うと思ってしまうことは、必ずあるんだ

けど、その僕たちと一緒にいて、それも、

ただ一緒にいるだけでなく、そんな僕た

ちのことをいつも見ていてくださって、

神様の方に向かって、一緒に歩いてくだ

さっているのが、イエス様だからです。

そして、そのイエス様が、僕たちと一緒

にいるということは、ただ一緒にいるだ

けでなく、僕たちのことをいつもいつも

イエス様が祈ってくださっているという

ことでもあるのです。ですから、「いつ

も目を覚まして祈りなさい」と、僕たち

に向かって、イエス様がそう仰っている

ことは、そういう僕たちとイエス様が一

緒にいるということを、僕たちが忘れな

いでね、と、イエス様がそう仰っている

ということであり、また、イエス様の祈

りの中に置かれているのが僕たちでもあ

るわけですから、僕たちは、いつもいつ

も安心して毎日を過ごすことができるの

です。そして、イエス様を僕たちのとこ

ろに送ることで、そのことを伝えてくだ

さったのが、イエス様のお父様である、

私たちの神様なのです。ですから、イエ

ス様という決して消えてなくならない方

の光の中で、そして、それが、私たちが

こうして一緒にいる礼拝でもあるのです

が、この光の中で、イエス様のお誕生を、

今年もみんなで一緒にお祝いしようとし

ているのが、こうして一緒に神様を礼拝

している僕たちなのです。みんな一緒に、

うれしいクリスマスを迎えましょうね。 

祈り 


